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瀬戸内海のごみの７割近くは陸から流出しているといわれており、私たちも無関係ではありま

せん。美しい瀬戸内海を次世代に残すため、国内外の事例から学び、私たちに出来ることを登壇

者や参加者と一緒に考えるフォーラムを開催します。 

 

１ 日 時 

令和６年２月１０日（土）１３時～１６時 

 

２ 場 所 

岡山国際交流センター ２階 国際会議場（北区奉還町二丁目） 

 

３ 内 容 

話題提供では国内外の海ごみ問題等に関する情報を、事例紹介では岡山市やその周辺地域

で行われる清掃活動等の事例をご紹介します。最後に実施する登壇者と参加者が一緒に考え、

意見交換するワークショップを通じて、海ごみ問題についての理解を深めていきます。 

 

【プログラム】 

■話題提供（１３時～１３時５５分） 

・プラスチックの海川ごみを作らない取り組み～分別リサイクルの必要性を考える～ 

岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域 教授 藤原 健史 氏 

・ブルーシート水平リサイクルプロジェクト「Re VALUE＋」について 

萩原工業株式会社 取締役執行役員 吉田 淳一 氏 

■事例紹介（１３時５５分～１５時） 

・岡山市立操南中学校 

・岡山県立倉敷古城池高等学校 

・釣り人みんなで、ごみ拾い 

・平林金属株式会社 

・岡山市立御南西公民館 

■ワークショップ（１５時～１６時） 

・海ごみをテーマにした登壇者と参加者による意見交換 

進行：中平 徹也 氏（岡山ＥＳＤ推進協議会ＳＤＧｓ守ろう海川プロジェクト専門部会 部会長） 

海ごみ問題を学び、考える 

「ＳＤＧｓ海川フォーラム２０２４」を開催します 



 

 

 

【参加者】定員 100 名 

 

４ その他 

  会場には、岡山市と連携して海洋保全に取り組む自治体の清掃活動等を紹介するパネル

の展示を行っています。（岡山連携中枢都市圏事業 瀬戸内の海洋保全） 

 

 

【問い合わせ先】                   
岡⼭市 ＳＤＧｓ・ＥＳＤ推進課 ⽔⾕・若林  直通086-803-1354 内線3762 
 



        


